
  

     

 

 

 

よい自由
じ ゆ う

を楽
たの

しもう 

校長
こうちょう

  笹原
ささはら

 洋子
よ う こ

 

  ゴールデンウィークが終
お

わり、各
かく

学
がく

年
ねん

、体
たい

育
いく

祭
さい

や校
こ う

外
がい

学
がく

習
しゅう

に向
む

けての準
じゅん

備
び

が忙
いそが

しくなってきました。 

１年生
ねんせい

は部活動
ぶ か つ ど う

に本入部
ほんにゅうぶ

した生徒
せ い と

も多
おお

く、充実
じゅうじつ

した表情
ひょうじょう

で学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

っています。 

今
こん

年
ねん

度
ど

は給
きゅう

食
しょく

推
すい

進
しん

校
こ う

として、１年
ねん

生
せい

に原
げん

則
そ く

、給
きゅう

食
しょく

を注
ちゅう

文
もん

していただくようお願
ねが

いしています。現
げん

在
ざい

、９割
わり

ほどの１年生
ねんせい

が毎日
まいにち

給食
きゅうしょく

を食
た

べています。１年
ねん

生
せい

は給
きゅう

食
しょく

当
と う

番
ばん

が給
きゅう

食
しょく

の入
はい

った箱
はこ

を１階
かい

へ取
と

りに行
い

き、４階
かい

のホールで各
かく

自
じ

が給
きゅう

食
しょく

を取
と

り、教
きょう

室
しつ

で食
た

べます。１か月
げつ

でその動
うご

きにも慣
な

れたようで、片
かた

付
づ

けまでスムーズ

に行
おこな

うことができています。 

先日
せんじつ

、全校
ぜんこう

生徒
せ い と

で体育
たいいく

祭
さい

の予行
よ こ う

練習
れんしゅう

を行
おこな

いました。穏
おだ

やかな雰
ふん

囲
い

気
き

の中
なか

、体
たい

育
いく

祭
さい

実
じ っ

行
こ う

委
い

員
いん

や放
ほう

送
そう

の

指
し

示
じ

に従
したが

って、全
ぜん

校
こ う

生
せい

徒
と

がてきぱきと動
うご

いていました。競
きょう

技
ぎ

等
と う

は一
いち

部
ぶ

分
ぶん

しか行
おこな

わず、係
かかり

生
せい

徒
と

の仕
し

事
ごと

など

を確
かく

認
にん

していたため、一
いっ

般
ぱん

の生
せい

徒
と

たちは応
おう

援
えん

席
せき

で待
たい

機
き

している時
じ

間
かん

がかなりありました。昨年度
さ く ね ん ど

も中学校
ちゅうがっこう

での体育
たいいく

祭
さい

を経験
けいけん

している２、３年
ねん

生
せい

はリラックスムードで声
こえ

を掛
か

け合
あ

っていました。それを見
み

て、１年
ねん

生
せい

も楽
たの

しんでいるようでした。数
すう

人
にん

の１年
ねん

生
せい

に「中
ちゅう

学
がっ

校
こ う

の体
たい

育
いく

祭
さい

、どう？」と聞
き

くと、「楽
たの

しいです！」という声
こえ

がたく

さん返
かえ

ってきました。「どんなところが楽
たの

しいの？」と重
かさ

ねて質
しつ

問
もん

したら、ある生
せい

徒
と

が「自
じ

由
ゆう

な感
かん

じがするから

です。」と答
こた

えてくれました。生
せい

徒
と

はどのようなことを「自
じ

由
ゆう

」と感
かん

じたのでしょうか。 

藤
ふじ

の木
き

中
ちゅう

学
がっ

校
こ う

の体
たい

育
いく

祭
さい

は、すべての生
せい

徒
と

が楽
たの

しめる体
たい

育
いく

祭
さい

を目
め

指
ざ

しています。そのために、運
うん

動
どう

能
のう

力
りょく

の

差
さ

だけでは勝
しょう

敗
はい

が決
き

まらず、仲
なか

間
ま

との協
きょう

力
りょく

がよい結
けっ

果
か

につながるという種目
し ゅ も く

がほとんどです。また、全
ぜん

校
こ う

生
せい

徒
と

数
すう

が少
すく

なく、体
たい

育
いく

祭
さい

の進
しん

行
こ う

がゆったりとした感
かん

じがあり、教員
きょういん

に様々
さまざま

な指示
し じ

や注意
ちゅうい

をされなくても、放
ほう

送
そう

の指
し

示
じ

等
と う

で生
せい

徒
と

がきちんと動
うご

くことができる体
たい

育
いく

祭
さい

だと思
おも

います。そんな、プレッシャーが少
すく

なく、自
じ

主
しゅ

的
てき

に動
うご

けることが「自
じ

由
ゆう

」と感
かん

じたのではないでしょうか。 

  「自
じ

由
ゆう

」というのはとてもよい印
いん

象
しょう

があります。しかし、「よい自
じ

由
ゆう

」のためには「一人
ひ と り

ひとりが責
せき

任
にん

を果
は

た

す」という条件
じょうけん

が付
つ

いてきます。「悪
わる

い自
じ

由
ゆう

」は数
すう

名
めい

の人
ひと

だけがよい思
おも

いをし、他
た

の誰
だれ

かが我
が

慢
まん

をしなけれ

ばいけない場
ば

合
あい

があります。藤
ふじ

の木
き

中
ちゅう

が目
め

指
ざ

す「すべての生
せい

徒
と

が楽
たの

しめる体
たい

育
いく

祭
さい

」になるよう、各
かく

自
じ

が適
てき

切
せつ

に判
はん

断
だん

し、より望
のぞ

ましい行
こ う

動
どう

をしてほしいと願
ねが

っています。 

この学
がっ

校
こ う

だよりがお手
て

元
もと

に届
とど

く頃
ころ

には終
しゅう

了
りょう

している体
たい

育
いく

祭
さい

は目
め

指
ざ

したものになったと信
しん

じ 

ています。そして、体
たい

育
いく

祭
さい

で実
じ っ

感
かん

した「よい自
じ

由
ゆう

」を、各
かく

学
がく

年
ねん

の校
こ う

外
がい

学
がく

習
しゅう

でも楽
たの

しみましょう。 

最
さい

後
ご

になりましたが、地
ち

域
いき

の皆
みな

様
さま

、体
たい

育
いく

祭
さい

へのご理
り

解
かい

、ご協
きょう

力
りょく

、本
ほん

当
と う

にありがとうございました。 
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